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名誉会員

　 森 博 さん の ご 逝去 を悼 む

　本 学会名誉 会員で 凵本工 学ア カ デ ミ
ー

会貝 の 森 　博

さん は ， 昨年 7 月 よ り体調 を崩 して 入 院治療中の とこ

ろ ， 本年 2 月 3 日に心不 全 の ため に 逝 去 され た 。享年

73歳 で あ っ た。

　森 さ ん は ， 神 奈川 県湘 南中学校 ， 山 口 高等学校 を経

て東京大学工 学部に 入学 し，戦時最 中 の 昭和 19年 9 月

に土 木工 学科 を卒業 され た。卒業後直ち に 東京第36部

隊 に 入 隊 と な っ た が ，敗戦 の 年 の 9 月 に 復 貝 さ れ た。

復 貝 の 翌 月か ら東京大学 の 土 質力学研究室 に 2 年問勤

務 し， 昭和 22年 に 中央開発株式会社創立 と と もに 同社に 入社 した。その 後，昭和 28年 に 土質

基礎調査所 を創立 し，同 31年 に所長 とな っ た が，同 39年に 基礎地盤 コ ン サ ル タ ン ツ 株式会社

と社名変 更 し社 長 に 就任 した。そ の 後，わ が 国の 地 盤 コ ン サ ル タ ン トの 雄 と し て 活 躍 さ れ た

が ，平成 4年 に は基礎 地盤 コ ン サ ル タ ン ツ の 会長に 就任され た。

　 こ の 間， 日本海外 コ ン サ ル タ ン ツ 株 式会社 ， 海 洋工業株式会社 ， 株式会社森技術研 究所，

株 式会社 共栄 基礎技術 を設立 し，そ の役員 と社長に就任され て い る。また，国際建 設技術協

会理 事，建設 コ ン サ ル タ ン ツ 協会幹事 な ど を歴任 し，昭和 60年以 後は，日本 コ ン サ ル テ ィ ン

グ ・エ ン ジ ニ ア 協会 の 副会長，会長 な ど を勤 め
， 平 成 6年 に は 同協会 の 名誉会員に選定さ れ

て い る．

　 こ の よ うな業界 で の ご 活躍 とともに ， 森 さん は 学会 活動に も熱心 に 参加 さ れ ，昭和28年に

現在 の 地盤 工 学会 の 前身で あ る 目本 k 質基礎工 学委員会 の 委 員 に 就任以 来 ， 昭和 44年 に 至 る

まで ほ と ん ど 連続的 に 土質工 学会 の 理 事会の メ ン バ ーで あ っ た 。学会では森 さん の 土 の サ ン

プ リ ン グ の 研究 と国際活動 が 特に有名 で あ っ た。昭和 55年 か ら56年に か け て は ，国際土 質基

礎工 学会サ ン プ リン グ委 員会 の 委員長 を勤め ら れ ，サ ン プ リ ン グ の 国際 マ ニ ュ ア ル の 作成 に

当た っ た。国際活動 に お い て は 森 さん の 日 本人離 れ した 語学力 が 遺憾 な く発揮 さ れ た。森 さ

ん は も と も と英語 と仏語が 堪能 で あ っ た が ，ア ジ ア
，

ア フ リカ ， 中近東な ど の 各國で 100件
を越 すプ ロ ジ ェ ク トに 従 事 され た 経験 か ら， 普通の 日本人 に は 理 解 で きな い ような英語 に も

難な く対応さ れ る の に は 驚嘆 し た もの で あ る。永年 の 土質工学会 へ の 貢献に よ っ て，平成 5

年 に は名誉会員 に 推 挙され て い る。

　実務 で の ご 活 躍 と ともに ， 森 さん ご 自身は 研 究がお 好きで あっ た。土 質基礎調査所 を設立

され た 後，カ リフ ォ ル ニ ア 大学 バ ー
ク レ

ー
校 に 留学 し， 昭和 30年に は 土木工 学科 お よび 交通

工 学科 の 修士 課程 を終 了 して い る。ご 自身の仕事 の 経験 に 基づ い て，本 学会 の 英文論 文集や

国際研 究集会に 20編 を越す英文論 文 を発表 して お 1）　t 昭和 56年 に は
「
洪 積土 の 性 質 を原位置

で 測定 す る た め の 装置 と方法に 関する研 究 」 に 対 して ，東京大学 か ら工 学博士 の 学位 を授与

され て い る。研究 に 対 す る 熱意 は 亡 くな る 直前 ま で 持ち続けら れ ，最 後 の 論文 は病床 で 森 さ

ん が 口 述 し ご 子息の 研 二 さ ん が 仕 上げ た もの で あ る。

　森 さんは外柔 内剛 の お人柄 で，ご 自身の 仕事 と研 究に 対 して は きわめ て 厳 しか っ た が ， 私

ど も に対 し て は 常に 柔和 で 模範 的な紳 上 で あ っ た 。 国際学会 の 裏方の 仕事で何度か ご一緒し

た が
， 時間に 追 い つ め られ 苦 しい 時で も，笑み を絶や さず頑 張 っ た森 さん の お 顔が 目に 浮 か

ん で くる。50年 に近 い 実務 経験 と研 究実績 をお 持ち の 森 さ ん の ご逝去 は，わ が 国の み な らず

世 界的 に も大き い 損失で ある。永年 の 暖 か い お付 き合 い に 感謝 しご 冥福 を祈 る 次 第で あ る。

（中瀬 明男   日建 設計）
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